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2025年 6月 15日 

 

会 員 各 位 
                                                 一般社団法人 岡山県臨床検査技師会   

                                                            会 長  藤岡 克徳   
 

2025 年度 定時総会開催通知 
  

定款 16 条の規定により、2025 年度 定時総会を下記の要領で開催しますので、会

員各位の出席を要請いたします。 

記 

 

日 時：2025年 6月 15日（日） 10時 00分～ 11時 00分 

場 所：：川崎医療福祉大学 講義棟 4601講義室（現地開催のみ） 

 

 

定 時 総 会 次 第 

一．司 会 者 挨 拶 

一．開  会  の  辞 

一．会  長  挨  拶 

一．来  賓  挨  拶 

一．表      彰 

一．議  長  選  出 

一．議  長  挨  拶 

一．総会役員選出 

（１）資格審査委員・議事運営委員任命 

（２）書記任命 

（３）議事録署名人選任 

一．議  案  審  議 

（１）第１号議案 2024年度事業報告 

（２）第２号議案 2024年度決算報告 

（３）第３号議案 2024年度監査報告 

（４）第４号議案 定款変更 

 

 

一．総会役員解任 

一．議  長  挨  拶 

一．閉 会 の 辞 



 

【第１号議案】 

2024年度事業報告 

2024 年元日発生の令和 6 年能登半島地震を受けて

岡山県臨床検査技師会（以下、岡臨技）でも岡山県

との災害協定の締結に向けて準備を行っております。 

2024 年度内の締結を目指しておりましたが、若干遅

れており次年度へ持ち越しとなりました。災害対策

マニュアルの策定も同時に進行しております。締結

の折には会員の皆様には、その旨ご連絡を差し上げ

ますが、「ご自身で何ができるか」考える機会とし

ていただけると幸いです。2025 年度には災害対策等

の研修も企画する予定です。 

日本医学検査学会、日本臨床衛生検査技師会中四

国支部医学検査学会や岡山医学検査学会は、以前の

ような形態での現地開催となりました。開催した講

演会も現地開催、Web 開催、ハイブリット開催と内容

と利便性を考慮した開催形式となっています。「健

康と臨床検査展」をはじめとする健康イベントや新

年互礼会も以前のように現地開催をしました。今後

の岡臨技事業もその時に出来る最善の方法で開催す

るという姿勢で臨みたいと考えます。 

日本臨床衛生検査技師会（以下、日臨技）への対

応として地域ニューリーダー研修会への人員派遣を

行いました。日臨技でも次世代の人財育成には力を

入れていますが、岡臨技でも同様に次世代の人財育

成は急務です。少しでも岡臨技の活動がしやすいよ

うに処遇改善も実施しました。また、引き続きタス

クシフト・シェアに関する指定講習会も実施いたし

ました。2024 年度は医師の働き方改革元年です。 

受講した内容だけがすべてではありません。その施

設にあった何か新しい業務を創造してください。そ

の創造した業務がその検査室の 10年後、20年後を救

います。真の「臨床」検査技師として、「臨床」現

場へ出ていくきっかけとしていただきたいと考えま

す。 

 

岡臨技各部の主な活動は以下の通りです。 

 

１．総務部の活動 

会議開催、文書作成、会計管理、ホームページ管

理、施設・個人メーリングリスト運用、管理など技

師会運営を下支えしており、粛々と業務を行いまし

た。 

部内での必要な会議などは現地とWebのハイブリッ

ド形式で行いましたが、新入会員対象の研修会は以

前のように現地開催しました。そして施設・個人メ

ーリングリストを通じ、会員と技師会との連携強化

を図りました。メーリングリストへの登録がまだの

施設、会員の方は是非登録してください。 

新しいホームページを４月より運用しています。

これまで以上に見やすい内容を提供していきますの

で、これまで以上の活用を期待しています。 

 

２．学術部の活動 

2024 年度は岡山県医学検査学会、精度管理調査・

速報会、講習会など学術部関連の事業は現地開催を

原則としながらWeb開催も併用して、すべて実施しま

した。 

参加人数は、岡山県医学検査学会 214名、講習会 

694名、精度管理調査 119施設と、多くの会員の皆

様に参加いただきました。 

2024年度日臨技中四国支部医学検査学会（第 57回）

は鳥取県が担当で鳥取市にて開催されました。天候

不良で公共交通機関が軒並み運休となるなか、本県

からもたくさんの方々に演題発表、参加をしていた

だきました。 

「日臨技品質保証施設認証制度」へと変更となり

ました。2024年度の日臨技 品質保証施設認証制度 認

証施設は本県で11施設です。（合計 16施設） 

 

３．渉外部の活動  

「健康と臨床検査展」や津山市、赤磐市で開催さ

れている健康イベント、新年互例会などは以前通り

の開催となりましたが、恒例のソフトボール大会は

残念ながら天候不良のため中止となりました。 

ＯＴ３(Okayama Technologists Cubic)連絡協議会行事

である「病院ごっこ」は５年ぶりに、岡臨技が主催

となり盛会に開催されました。 

 

 

【総務担当関係】 

＜総務部＞ 

１．会議および委員会 

表のごとく開催した。 

会議・委員会 開催日（月/日） 

定時総会 

事業報告セミナー 

６/16 

３/２ 

理事会 

４/４ ５/２ ６/６ ７/４ 

８/１ ９/５ 10/３ 11/７ 12/５ 

１/９ ２/６ ３/６ 

総務担当者会議 

中間・年度末監査 

４ /13  ５ /９  ７ /11  ９ /10   

12/12 ２/13 ３/14 

11/14 ４/16 

学術担当者会議 

３/20 ５/18 ６/15 ７/20 ８/17 

９/19 10/17 11/21 １/16 ２/20 

３/21 
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各部門会議を２～３回開催 

渉外担当者会議 
４/10 ５/８ ６/14 ７/10 ９/11 

10/９ 11/13 12/19 ２/12 ３/12 

 

２．会員の資質、倫理の向上 

 以下の会員を表彰した。 

１）永年会員表彰 

対象者24名を表彰した。 

２）学術表彰 

① 学術業績者 

  森永 睦子  (川崎医科大学附属病院) 

② 優秀発表表彰 

 笹舘 夏来  （倉敷中央病院 リバーサイド） 

③ 優秀発表表彰 

石原 夕莉  (岡村一心堂病院) 

 

３）2024年度地域医療事業功労 

① 岡山県医療事業功労 岡山県知事表彰 

林 敦志   （岡山赤十字病院） 

② 岡山県医療事業功労 保健医療部長表彰 

立石 智士  （津山中央病院） 

③岡山市公衆衛生功労 市長表彰 

 瀬尾 京子  （佐藤病院） 

④岡山市公衆衛生功労 保健所長表彰 

市川 治   （岡山赤十字病院） 

⑤倉敷市保健福祉功労 市長表彰 

佐原 朗子  （倉敷中央病院） 

⑥備前保健所地域医療功労者表彰 

中塚 容子  （岡山赤十字玉野病院） 

⑦備中保健所地域医療功労者表彰 

松本 真弓  （岡山済生会総合病院） 

⑧美作保健所地域医療功労 保健所長表彰 

筆保 智子  （津山中央病院） 

⑨真庭保健所地域医療功労者表彰 

村峪 辰也  （落合病院) 

⑩がん征圧事業功労表彰 理事長感謝状 

今井 みどり （岡山大学病院) 

 

３．他団体との関係 

日臨技、中四国支部および他団体との連携強化を

図った。 

＜2024年＞ 

４月13日：全国臨床検査技師会会長会議 

(Web出席) (植本) 

４月27日：日臨技第１回理事会(神奈川県) (藤岡) 

５月１日：第１回ＯＴ３連絡協議会（Web出席） 

（中川、鶴﨑、高津） 

６月18日：第２回ＯＴ３連絡協議会（Web出席） 

（中川、高津） 

６月24日：第１回岡山県医師会臨床検査精度管理実  

行委員会（植本） 

６月22日：日臨技定時総会(東京都) (藤岡) 

７月16日：第３回ＯＴ３連絡協議会（Web出席） 

     （中川、鶴崎、高津） 

７月27日：日臨技第２回理事会(神奈川県) (藤岡)  

８月９日：岡山県南西部圏域医療体制推進協議会 

（中川） 

８月29日：第４回ＯＴ３連絡協議会（Web出席） 

     （中川、鶴崎、高津、遠藤、立石） 

11月1日：第57回中四国支部医学検査学会会長会議 

     （藤岡、植本、林、中川、藤原、難波、

太田、立石） 

９月28日：日臨技第３回理事会(神奈川県) (藤岡) 

10月15日：第２回岡山県医師会臨床検査精度管理 

実行委員会(植本) 

10 月 16 日：令和５年度岡山県合同輸血療法委員会 

（Web出席） (植本) 

11月16日：日臨技第４回理事会(神奈川県) (藤岡) 

 

＜2025年＞ 

１月18日、19日：日臨技ニューリーダー育成研修会  

    (野口) 

１月25日：日臨技第５回理事会(神奈川県)  (藤岡) 

２月12日：岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会 

胃がん・大腸がん部会（Web出席）(植本) 

３月22日：岡山県合同輸血療法委員会 

（Web出席）（植本） 

３月22日：日臨技第６回理事会(神奈川県) (藤岡)  

 

４．新入会会員オリエンテーション  

 11月 30日、第一セントラルビル３号４階、ローズ

マリーにて開催した。18 名の参加があった。講演で

は日臨技及び岡臨技の組織や活動について学び、親

睦企画を通じて会員相互の親交を深めた。 

 

５．タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣 

指定講習会 

・2024年４月14日（日） 

・2024年９月８日（日） 

・2024年11月24日（日） 

・2025年３月16日（日） 

以上４回開催した。 

 

６．2024年度臨地実習指導者講習会 

１）2024年度中四国支部 臨地実習指導者講習会開

催状況 

・2024年８月４日（日） 

・2025年３月２日（日） 
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以上、２回開催した。 

 

７．事務処理の円滑化 

事務員２名体制で岡山県臨床検査技師会事務局と

して、行事運営等を行った。 

 

８．施設代表者会議 

 2024年６月 16日総会開催時に施設代表者会議を行

った。 

９.災害対策協定締結 

 日臨技からの要請により、県の自治体と災害協定

を締結することとなった。現在協定締結に向けての

準備を行っている。 

 

＜会計部＞ 

１．事業活動の継続性と財政基盤の確立 

 決算報告にて詳細説明 

 

２．会計処理業務の整備 

１）法人法に沿った会計処理をおこなった。 

２）業務・会計監査を下記のとおり実施した。 

・2024年11月14日：中間業務監査 

・2024年11月14日：中間会計監査 

・2025年４月22日：年度末業務監査 

・2025年４月22日：年度末会計監査 

 

＜情報・組織部＞ 

１．組織 

会員の「入会」「継続」「異動」など、日臨技会

費の銀行引き落としに伴い（JAMTIS）と連携し円滑

化を図った。 

 

２．会報の発行（広報活動の充実） 

 会報の廃止に伴い、ホームページとメーリングリ

ストを活用した広報活動に移行した。 

 

３．ホームページの有効活用と運用 

講演会・講習会案内をはじめ多くの情報が会員に

スムーズに届くようにした。ホームページのリニュ

ーアルを検討し、2024 年４月より新ホームページを

公開した。メーリングリストの活用により、会員へ

情報を発信した。 

 

 

 

 

 

 

【学術担当関係】 

＜学術・生涯部＞ 

１．学会関係 

１）第73回日本医学検査学会 

会期：2024年５月11日（土）～５月12日（日） 

会場：石川県・現地開催及びオンデマンド配信 

内容：一般演題数 559題 

（本県：シンポジウム０題・一般演題８題 

司会・座長：１名) 

２）2024年度日本臨床衛生検査技師会  

中四国支部医学検査学会（第 57回） 

会期：2024年11月２日（土）～11月３日（日） 

会場：鳥取県・現地開催 

内容：一般演題数116題 

（本県：シンポジウム３題・一般演題 16題 

司会・座長：７名) 

３）第55回岡山県医学検査学会 

会期：2025年３月２日（日） 

会場：川崎医療福祉大学  

   現地開催 214名参加 

内容：一般演題12題 

学術セミナー８題 

 

２．講演会、研修会、技術講習会 

2024年度の講演会・研修会等は別表のごとく 16回

開催であった。参加人数は合計 694名であった。 

 

＜精度管理部＞ 

１．臨床検査精度管理調査 

臨床化学、免疫血清、微生物、血液、輸血、一般、

病理細胞及び生理検査の全ての項目について、岡山

県医師会と共催で８月に実施した。参加施設数は 119

施設であり、2023年度より１施設減少した。 

 

２．臨床検査精度管理調査結果速報会 

第 28 回臨床検査精度管理調査速報会、教育講演会

を 10 月 27 日に川崎医療福祉大学にて現地開催で

実施した。参加者数は243名であった。 

 

３．クロスチェック 

岡山県医師会との共催事業として、毎月クロスチ

ェックを実施し、集計結果を参加施設にフィードバ

ックした。 

参加施設数：98施設（昨年度より９施設減） 

 

４．日臨技品質保証施設認証制度 

 2022 年度より「精度保証施設認証制度」から「日

臨技 品質保証施設認証制度」へと変更となった。
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2024年度の日臨技 品質保証施設認証制度 認証施設は

本県で11施設であった。（合計 16施設） 

 

＜出版部＞ 

１．会誌岡山医学検査の発刊（電子版） 

 ・Vol.61 No.２ 2024年８月１日 

 ・Vol.62 No.１ 2025年２月 14日 

 

 

【渉外担当関係】 

＜企画調査部＞ 

１．健康と臨床検査展 

   2024年 11月９日（土）日臨技開催に併せ、公益法

人として県民の健康増進と、臨床検査、臨床検査技

師について啓発する機会となる「健康と臨床検査展」

にて、以下の行事を開催した。 

１）無料検査 

 ２）臨床検査体験 

 ３）検査相談 

  ４）出張オープンキャンパス 

をイオンモール倉敷 イオンホール２Ｆにて実施し、

参加者は238名であった。 

 

２．アンケート調査 

 2024年5月～7月の期間中、岡臨技会員向けに以下

のアンケート調査を実施した。 

渉外部行事に関するアンケート（回答者 322名） 

 

＜企画青年部＞ 

１．第57回ソフトボール大会 

2024年６月 30日（日）山田グリーンパークにて、

親睦ソフトボール大会を計画したが、雨天のため中

止、再度 10月・11月に開催予定としていたが、行事

や会場等の都合により、中止となった。 

 

２．第52回つやまスポーツフェスティバル 

2024 年 10 月 13 日（日）津山陸上競技場前広場に

て、無料検査及び検査相談等を行い、参加人数は 131

名であった。 

 

３．2024スポレクフェステ赤磐 

2024年10月14日（月）山陽ふれあい公園 総合体

育館にて、無料検査、及び検査相談を行い、参加人

数は183名であった。 

 

４．玉野 元気が一番展＆食育展 

2024年10月20日（日）ショッピングモールメルカ

１・２Ｆイベント広場にて、無料検査及び検査相談

を行い、参加人数は計 247名であった。 

 

５．臨床検査の啓発 

健康と臨床検査展及び地域健康イベントにて、臨

床検査に関する正しい知識の普及や臨床検査技師の

職業についての啓発活動を行った。 

 

 

【他団体との連携】 

１．ＯＴ３(Okayama Technologists Cubic)連絡協議会 

（公社）岡山県診療放射線技師会、（一社）岡山

県臨床工学技士会及び当会にて、2023 年度行事の合

同講演会及び 2024 年度行事の病院ごっこを実施した。 

１）第 12 回ＯＴ３コラボセミナー合同講演会が  

2024 年６月１日（土）川崎医科大学総合医療センタ

ーで開催され、参加者は学生及び会員97名であった。 

２）第13回ＯＴ３コラボセミナー病院ごっこ2024が  

2024年 8月 4日（日）ライフパーク倉敷 市民学習

センター 大ホールで開催され、参加者は 187 グル

ープ総計611名であった。 

 

 

【地域保健医療との連携】 

１．岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会 

肺がん部会が 2025 年２月６日（木）ならびに胃が

ん・大腸がん部会が 2024年２月 12日（水）に開催さ

れ、委員を派遣した。 

 

２．岡山県南西部圏域救急医療体制推進協議会 

協議会が 2024 年８月８日（木）に開催され、委員

を派遣した。 

 

３．岡山県合同輸血療法委員会 

 委員会が 2024年 10月 16日（水）、2025年３月 22

日（土）に開催され、委員を派遣した。 
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【第２号議案】 

2024年度決算報告 

〈別紙参照〉 

 

 

【第３号議案】 

2024年度監査報告 

〈別紙参照〉 

 

 

【第 4号議案】 

   定款変更 

〈p7参照〉 
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【第４号議案】  

定款変更について  

  

１．提案の理由  

現在、25名以内の理事で業務を行っているが、兼務や不足している部門があり業務量が増

加している状況となっている。 

また、日臨技より災害対策の要請もあり、定款に定められている理事の人数では支障が生じ

ると考えられるため、理事の人数の変更を提案したい。 

  

２．変更の内容  

（下線は変更部分を示す。）  

現行定款  変更案  

第２５条 この法人に、次の役員を置く。  

⑴ 理事 ２０名以上２５名以内  

⑵ 監事 ２名以内  

２ 理事のうち、１名を代表理事とし、代表

理事をもって会長とする。  
３ 理事のうち数名を一般法人法第９１条第

１項第 

２号に規定する業務執行理事とすることができ

る。  

  

第２５条 この法人に、次の役員を置く。  

⑴ 理事 ２５名以上３０名以内  

⑵ 監事 ２名以内  

２ 理事のうち、１名を代表理事とし、代

表理事をもって会長とする。  
３ 理事のうち数名を一般法人法第９１条

第１項第 

２号に規定する業務執行理事とすることができ

る。  

  

  

  

以上  
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